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森の自然塾「ドリームキャッチャー」と「ひっつきむしで魚釣り」 

                    NEALインストラクター 田中由美子 

  11 月の自然塾は季節柄、例年室内で行ってきました。しかし本年は、新型 

コロナウイルス感染対策として 3 密を防ぐ為、X 山での開催となりました。 

幸い天候にも恵まれ、気温も穏やかで、体調チェック・消毒を済ませた参加者 

の子供達と、元気にプログラムを始めることができました。 

「ドリームキャチャー」はインディアンに伝わる子供の安眠を守るお守りで、 

蔓で作った輪の中に蜘蛛の巣状に糸を張ることによって、悪夢を掬い取ると 

言われています。鳥の羽やビーズ、ドングリを使い、それぞれが工夫をして 

カラフルな作品を作りました。 

「ひっつきむしで魚釣り」は、エックス山を散策して各自 3 枚の木の葉を集 

め、シールで目玉を作り魚に見立てました。笹の茎で作った釣り竿に、衣服 

にひっつくオナモミの実を釣り針代わりに使い、魚の口に付けたスポンジを 

引っ掛けて、魚釣りのゲームを行いました。うまく釣れたり、引っかかった 

りと楽しい時間を過ごしました。自然の物を使い、自分で作って楽しむこと 

で、子供達がより自然に親しむ機会となればと願っております。 

東京学芸大学「環境教育実践フォーラム」で国分寺市にふるさとをつくる会の活動を紹介します。 

プログラム 

13:00～13:10 はじめに 椿真智子 

       (東京学芸大学 

環境教育研究センター長) 

13:10～13:40 報告１：NPO「グリーンネック 

 レス」はけの学校チーム土肥英生氏(代表理事) 

13:40～14:10 報告２ NPO 法人「国分寺市に 

ふるさとをつくる会」白木昭憲 

14:20～14:50 報告３NPO「ちむくい」 

       小口治男氏(副代表) 

14:50～15:00 コメント 

吉冨友恭(東京学芸大学) 

15:00～15:30 質疑応答 

１５：３０～15:40 おわりに 

              原子栄一郎(東京学芸大学) 

申込み方法(フォーラムチラシ、東京学芸大学 

 ホームページ、国分寺市報、国分寺市ホー

ムページなどをご覧ください。) 

 １２月１０日(木)までに 

 チラシ・ホームページ URL もしくは 

 QR コードから、お名前・ご所属・メール 

アドレスを記入の上、お申し込み下さい。 

問い合わせ先 

東京学芸大学環境教育研究センター 

電話：042-329-7190 FAX:042-329-7669 

メール：kannkyou@u-gakugei.ac.jp 

 

 

 

 

オンライン 

Zoom 配信 

事前申込制 

   無料 

mailto:kannkyou@u-gakukugei.ac.jp


 

 

 

多摩に歩く会 

昭和記念公園・黄金に輝くイチョウのトンネルと紅葉を 

楽しむに参加して    スタッフ 小泉和子 

コロナ禍のなか、都内よりも近場でとの事 

で今回は昭和記念公園を歩きました。西立 

川口に集合、晴天に恵まれスタート。スギ、 

メタセコイア、ヒイラギの花など秋から冬 

へと移りゆく季節を感じさせる木々を通り 

抜けメインの〈かたらいのイチョウ並木〉 

に到着、98 本のイチョウは足もとから頭 

上まで一面黄金色！見事でした。夜には 

ライトアップが待っています。日本庭園 

では、カエデ類が 300 本植樹されているそうで黄、オレンジ、赤と美しく

彩られ水鏡に映るモミジはまた美しく、〈こもれびの丘〉にはまだコスモス

が咲いており思いがけず嬉しくなりました。少し歩くと〈みんなの原っぱ〉

昼食です。原っぱは東京ドーム 2 個分、中央にはシンボルツリー高さ 20ｍ

以上の大ケヤキが有ります。皆さん一日のんびり過ごしたりと楽しみは

色々です。あけぼの口の〈カナールのイチョウ並木〉も見事に色づき多くの

人達がカメラを向けていました。16:30 より最初のイチョウ並木のライトア

ップを初めて見ました。朝とは違い幻想的な姿を見せてくれました。 

 

 

１２月行事予定 
12 月 7 日(月)防災推進の街づくり仲間の会 

        井戸端会議 

         9:30 室内プール前井戸 

      8 日(火)森の教室運営委員会 

     10:00 ボラセンこくぶんじ 

   12 日(土)ふるさとをつくる会幹部会議 

     14:00 恋ヶ窪公民館 

12 日(土)東京学芸大学「環境教育実践 

フォーラム」 

13:00～オンライン ZOOM 配信 

     16 日(水)美しい用水の会 

         15:00 恋ヶ窪公民館 

     19 日(土)日吉町町内会定例会 

         13:30 日吉町フードセンター 

     20 日(日)森の自然塾 

          9:30 第九小学校図書室 

           (スタッフ集合 8:30) 

20 日(日)国分寺市環境ひろば 

         10:00 市役所プレハブ第１会議室       

     20 日(日)防災推進の街づくり仲間の会 

         14:00 恋ヶ窪公民館       

     25 日(金)会報配布準備 

       13:30 恋ヶ窪公民館 

             (印刷は 13:00～) 

       

        

 

ホームページ 
npo-kokubunjifurusato.jp 
QR コード 
 

      

クリスマスローズ 

晩秋の小金井で、「次郎物語」の舞台、浴恩館を訪ねる 

実施担当 二瓶文博 

11 月 20 日に、「第 38 回ふるさとの

自然と歴史を訪ねる会」として、晩秋

の小金井を訪ねました。 

小金井公園の南側にある小金井文

化財センターの建物は、昭和初期に

「浴恩館」として、全国の青年団指導

者養成ために作られた講習所が改修

されたものです。昭和 8 年から 12 年 

まで、下村湖人が所長として教育にあたり、その様子は小説「次郎物

語」第五部のモデルとなって、多くの人に読まれています。 

文化財センターでは、浴恩館の歴史の他にも、2 万年前からの遺跡

や小金井桜の花見等、小金井市の歴史について学芸員さんから面白い

お話を聞かせてもらいました。 

小金井公園では、落ち葉の絨毯を踏みながら、高木の樹間を散歩し

た後、江戸東京たてもの園で、歴史的なたてものを見て回りました。 

今回は、コロナ対策として、募集人員を 20 名に抑えたため、こじ

んまりとしたウォークとなりました。参加者の方からは、久しぶりに

自然の中を歩けて気持ちが良かったとの感想をいただき、お互い、難

局を乗り切るエネルギーにしたいと願いました。 

 


